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今日のゴール

1. 他者との比較から自分の位置を知る。

2. 『これイイネ！』というものをひとつ見つける。
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たとえば、

参加者のICTリテラシーって
どれぐらいなんだろう？
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オンラインでどんな力が伸びる？（アンケート結果）

• 「広がる」・・①タイピングで漢字がたくさん書けるように
なる ②ビデオ、特にインターアクティブなビデオの導入に
よって、より生きた言語体験ができる。

• 抑制できる人。日本語ができない学生は授業中チャットなど
をしていることが多いと思います。

• 自律性、自己管理能力
• 探求心、自主性
• 聴解力
• 日本語を聞き取る力、ネットで情報を集める力（含ICTスキ

ル）、自己管理能力（オンラインとオフラインを分けて自習
する力？）

• 協同する意識。助けを求める力。グループに貢献する意識。
仲の良くないまたは知らない学生との協同。読む事と話す事。
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オンライン授業でどんな力が伸びる？
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共起キーワード
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不便益のススメ
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学生の声（動画 3分）

https://youtu.be/m7GLhOdxwdI
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「オンライン授業をつくる」とは
「既存の授業をオンラインに置き換える」

のではなく「オンラインで学生が学びやすい授業
を、もう一度つくり直すことなのだ」

－中原（2020：49）
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